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国際的なキーワードとなっている「接続可能な発展」を目指し、長期的なレンジに立った構想と社会

作りを確立することが重要になりました。また、複雑な原因が絡み合う環境問題は、個人・企業・行政

が一体となり取り組み、地球的規模で解決することが求められます。美しく豊かな地球と快適な生活環

境を次世代に手渡すために、英知と先進技術を結集していくことが必要です。そのため、南薩東京社は、

環境にかかわるさまざまな分野で積み上げた実績と技術を駆使して、人と環境のよりよい関係をつくる

ため、廃棄物・エネルギー・大気・水・環境サービスにわたり、トータルソリューションを実現します。 
 

会社概要（認証登録範囲） 

事 業 所 名   有限会社 南薩東京社 

所  在  地    ・本社（南薩西部リサイクルセンター、ゴミ中継基地、産業廃棄物積替え・保管場） 

 鹿児島県南さつま市加世田村原 3700 番地 1 

  
 

代  表  者    松 尾 隆 寛 ・ 鳥 越 智 愛 
 

連  絡  先    電話 0993-53-5100   FAX 0993-53-7179 

 E-mail info@nansatsutokyosha.com  
 

事 業 内 容    浄化槽の保守点検及び清掃業、し尿汲み取り業、 

 一般廃棄物及び産業・特別管理産業廃棄物収集運搬業、 

 産業・特別管理産業廃棄物中間処理業、一般廃棄物中間 

  処理業（委託）、宅地建物取引業 

  ソーラー事業（売電・ソーラーシステム販売及び設置） 
 

事 業 規 模    資本金   3 百万円 

 従業員数  90 名(アルバイト、パート含む) 

 売上高 1,063 百万円(2022 年 10 月～2023 年 9 月) 

 一廃・産廃 収集運搬実績：52,106t 中間処理実績：1,556t 
 

法人設立年月日    昭和４３年９月１日 
 

事 業 年 度    １０月１日～翌年９月３０日 
 

環境管理委員長    松尾 隆寛（代表取締役社長） 
 

環境管理副委員長   片平博徳（取締役部長） 

環境管理責任者    向井寛 

環境管理委員会    清木場正一・浅賀卓也・鮫島英司・本坊武志・永田亮 

 戸床俊樹・仮屋香子 

 

 

 

会 社 概 要 
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１．直接収集運搬
　収集課

　清掃課・管理１課、２課

　環境リサイクル課

２．収集、積替保管（管理１課、２課

許可⑤

３．一般廃棄物一時保管（環境リサイクル課）
　持込

　持込み

４．産業廃棄物中間処理業（環境リサイクル課）
　持込み、一部収集・運搬 減容

許可⑦

　収集・運搬 燃料化

許可⑦

５．一般廃棄物中間処理業（委託）　（環境リサイクル課）
　持込み

選別・圧縮

委託契約①

他社
中間処理場（再資源化）

㈱サニタリー
（脱水・肥料化）

南薩地区衛生管理組合
内鍋清掃センター

南薩地区衛生管理組合
アクアセンター万之瀬

南薩地区衛生管理組合
アクアセンター万之瀬許可①

許可①

許可②

し尿

浄化槽汚泥

可燃物（生ごみ）

廃油
グリストラップ

空きびん（選別・保管）

積替・保管
（上限２０立方メートル）

廃食用油

空き缶

委託契約①

発泡スチロール

紙類（保管）

布類（保管）

不燃ごみ

粗大ごみ

南薩地区衛生管理組合
内鍋清掃センター

自社

運搬

許可②

委託契約②

その他プラスチック

ペットボトル

発泡スチロール

再資源化

自社車輌使用

自社　中間処理 再資源化

自社　中間処理

自社　中間処理



 

9 

許可及び委託契約の内容 

（ア） 一般廃棄物収集運搬業 

許可の内容 許可区域 許可番号 許可年月日 許可の有効年月日 

許可① 

し尿及び浄化槽汚

泥 

南さつま市（坊津町は秋

目地区に限る）、南九州

市川辺町、知覧町(永里

川から北の地区)、日置

市吹上町 

南衛管指令第 10 号 2023年 7月 4日 

 

2025年 7月 3日 

許可② 

可燃物、不燃物、

粗大ごみ、事業系

一般廃棄物、特定

家庭用機器廃棄物 

南さつま市加世田地域、

大浦町の区域、笠沙町の

区域、金峰町地域 

南さつま市指令市

生第 2号 

2022年 7月 1日 2024年 6月 30日 

 

（イ） 浄化槽清掃業許可証 

許可の内容 許可区域 許可番号 許可年月日 許可の有効年月日 

許可④ 

浄化槽清掃業 

南さつま市（坊津

町は秋目地区に限

る）、川辺町、日置

市吹上町、知覧町

(永里川から北の

地区) 

南衛管指令第 1号 2022年 4月 1日 2024年 3月 31日 

 

（ウ） 産業廃棄物収集運搬業 

許可の内容 許可区域 許可番号 許可年月日 許可の有効年月日 

許可⑤ 

産業廃棄物 
鹿児島県 04619047588号 2022年 5月 26日 2027年 5月 25日 

許可⑥ 

特別管理産業廃

棄物 

鹿児島県 04654047588号 2023年 1月 8日 2028年 1月 7日 

 

許可運搬車両 バキューム車 鹿児島 88す 7134 

パワーゲート 鹿児島 100す 9786 

ダンプ 鹿児島 100さ 1046 

 

許可の内容 許可区域 収集運搬する産業廃棄物の種類 積替え又は保管 

産業廃棄物 鹿児島県 廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・

コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、汚泥、

廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、

動物性残渣、動物のふん尿、水銀 以上 15 種類 

有 

特別管理産業

廃棄物 

鹿児島県 廃酸（水素イオン濃度指数 2.0 以下のもの）、廃アル

カリ（水素イオン濃度指数 12.5 以上のもの）、感染性

産業廃棄物 以上３種類 

無し 
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積替え又は保管の内訳 

所在地 鹿児島県南さつま市加世田村原字窪畑３６６８番 

面積 ３６．４平方メートル 

産業廃棄物の種類 汚泥、廃油 

保管上限 ２０立方メートル 

 

（エ） 処分業 

事業の区分 許可区域 許可番号 許可年月日 許可の有効年月日 

許可⑦中間処理 

(燃料化、減容) 
鹿児島県 04625047588号 2023年 8月 25日 2028年 8月 24日 

事業の範囲 産業廃棄物の種類 

中間処理(燃料化) 廃油（廃食用油に限る） 以上 1種類 (特別管理産業廃棄物であるものを除く) 

中間処理（減容） 廃プラスチック類（廃発泡スチロールに限る） 以上 1 種類 (特別管理産業廃

棄物であるものを除く) 
 

施設 

施設の種類 廃油の燃料化施設 

設置場所 鹿児島県南さつま市加世田村原字窪畑３６７８番 

設置年月日 平成 15 年 7 月 1 日 

処理能力 １．５立方メートル／日 
 

施設の種類 廃プラスッチク類の減容施設 

設置場所 鹿児島県南さつま市加世田村原字窪畑３７０８番 

設置年月日 平成 15 年 7 月 1 日 

処理能力 ０．４８トン／日 

 

施設の種類 処理方式 

廃油の燃料化施

設 

一般家庭及び事業所から集められた、廃食用油（植物性植物油）を、反応槽（第 1

槽）で（メタノール＋カセイソーダ）と混合し、中和槽（第 2 槽）(洗浄水を中和し

ます)を経て、洗浄槽（第 3 槽）（メチルエステルを洗浄します）から、濾過槽（製

品タンク）にて燃料として使用されます。 

廃プラスッチク

類の減容施設 

集まった発泡スチロールを、２３５～２４５℃の熱風で熱減容処理をする。（燃料

は灯油）。溶かされた発泡スチロールは、重さ約１５kg のインゴットになる（１５

分に１個）。製品は、文具品などのプラ製品や、溶鉱炉の補助燃料にリサイクルさ

れる。 
 

（オ） 委託契約 

委託契約① 資源ごみ中間処理業務委託契約 

委託業務の目的 南さつま市（坊津町の区域を除く）で発生する資源ごみのうち空き缶類、空きびん

類、プラスチック類の中間処理業務及び直接搬入される紙類、布類の一時保管 

委託業務の期間 2022 年４月１日から 2024年３月３１日 

委託業務の範囲 （１） 空き缶（スチール缶・アルミ缶）の選別・圧縮・保管業務 

（２） 空きびん(無色透明・茶色・その他の色・生びん)の選別・保管業務 

（３） プラスチック（ペットボトル・その他プラスチック）の選別・圧縮・保管

及び発泡スチロールの減容業務 

（４） 直接搬入される紙類、布類の一時保管業務 
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委託契約② ごみ中継保管業務委託契約 

委託業務の目的 南さつま市（坊津町の区域を除く）から直接搬入される可燃ごみ及び不燃ごみの受

付、中継業務と日曜日に収集される不燃ごみの受付、選別、保管中継業務 

委託業務の期間 2021年４月１日から 2023年３月３１日 

委託業務の範囲 （１） 受付業務 

・ 搬入管理  ・料金徴収 

（２） 中継業務 

・ 積 込  ・運 搬 

（３） 選別保管業務 

・ 選 別  ・保 管 

（４） 処理残渣運搬業務 

・ 残渣運搬 

 

（カ） 車輌台数 

車 種 台 数 

大 型 バ キ ュ ー ム （ 1 0 t 車 ）  ４台 

中 型 バ キ ュ ー ム （ 7 t 車 ）  １台 

中 型 バ キ ュ ー ム （ 4 t 車 ）  ７台 

中 型 バ キ ュ ー ム （ 3 t 車 ）  7台 

小 型 バ キ ュ ー ム （ 2 t 車 ）  １台 

塵 芥 車 （ 4 t 車 ）  4台 

中 型 ダ ン プ （ 4 t 車 ）  ２台 

S N 車 (濃 縮 バ キ ュ ー ム 車 )  ２台 

パ ワ フ ル ダ ン パ ー （ 4 t 車 ）  １台 

浄 化 槽 管 理 車  ２７台 

営 業 車 両 、 役 員 車 両  １５台 

 

（キ） 収集運搬許可車両一覧 

機    種 数    量 車  両  種  類 台  数 

普 通 特 種 ９，５００㎏ 収集運搬車・清掃２０号 ２台 

普 通 特 種 ９，８００㎏ 合併収集車・清掃運搬車 ２台 

普 通 特 種 ７，０００㎏ 給水２４号 １台 

普 通 特 種 ３，７００㎏ 
清掃２２号・清掃予備車・給水２６号・ 

清掃２１号・清掃２３号・給水２５号 
６台 

普 通 特 種 ３，６００㎏ 給水２７号 １台 

普 通 特 種 ３，０００㎏ 収集１・２・３・４・５・６号 7 台 

小 型 特 種 １，８００㎏ 清掃予備車 １台 

普 通 特 種 ２，５４０㎏ 濃縮汚泥車 １台 

普 通 特 種 １，６１０㎏ 濃縮汚泥車 １台 
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環 境 経 営 方 針 
 

基本理念 

有限会社 南薩東京社は、「おかげさまで」をモットーに、「地域環境に貢献し、ひい

ては地球環境と共存すること」を経営理念とし地球環境保全に配慮しながら、経済的・技

術的に可能な範囲で、企業活動を行う。 
 

行動指針 

当社は、基本理念の実現に向けて以下のことを行動指針とし、定期的に評価及び見直し

を行い、継続的改善を行う。 

 

１．社員一人ひとりが地域社会の一員として事業活動の中で地域・地球環境保全に配慮し、

環境負荷の削減に努める。 

① 地球温暖化対策が人類共通の課題であることを認識し、ガソリン、軽

油の効率的運転推進による化石燃料と電気エネルギーの削減に努め、

温室効果ガス排出抑制を図る。 

② 一般及び産業廃棄物の収集運搬・処分、各種サービス等の企業活動に

おいて、減量、再利用、再資源化等を推進し、環境保全に役立てる。 

③ 水資源の有効利用に努める。 

④ 化学物質の管理を適正に行う。 

⑤ 廃食油の有効活用を積極的に行う。 

⑥ 施設見学依頼等の受け入れやリサイクル情報の発信を通して、地域社

会の環境保全に貢献する。 

⑦ 太陽光発電の普及を通じて温室効果ガス排出抑制に貢献する 

２．環境関連法規や条例等を遵守する。 

３．環境方針を全従業員に周知すると共に社外に公表する。 
 

2007年 ３月１５日制定 
2013年 ２月２２日改定 

 2017年 ２月１７日改定 
2023年 4月 1日改定 

 

鹿児島県南さつま市加世田村原３７００番地１ 

有 限 会 社 南 薩 東 京 社 

代表取締役社長 松 尾 隆 寛 
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組 織 図 

 

 

 

責 任 者 役   割 

代表取締役 

・ 環境方針を策定、環境目標と活動計画を承認する。 
・ エコアクション 21(ＥＡ２１)の実行に必要な資源（人・物・金）を用意する。 
・ 環境管理委員長を任命する。 
・ ＥＡ21の全体的な取り組み状況を評価し、見直し、必要な指示を行う。 
・ 環境活動レポートを承認する。 

環境管理委員長 
・ 環境管理委員会を役職者会に合わせて開催する。（1月、5月、9月） 
・ 環境管理責任者を選任する。 
・ 環境管理委員会及びＥＡ２１システム運用状況を社長に報告する。 

環境管理副委員長 
・ 環境管理委員長を補佐する。 
・ 環境管理委員長からの指示を、環境管理委員に指示する。 

環境管理責任者 
・ ＥＡ２１システムを推進する。 
・ ＥＡ２１システムの運用状況のとりまとめ及び環境活動レポートを取りまとめ公

表する。 

環境管理委員会 

(各部課長で構成) 

・ 原則として、部課長会に合わせて年 3回（1月、5月、9月）委員会を開催し、

実施状況の確認と必要な措置を検討する。 

・ 主な環境活動計画の推進と実施状況の確認評価をする。 

各課の担当 
・ 委員会での報告に必要なデータを毎月集計し、とりまとめる。 

・ 担当項目の環境活動計画を他の課に啓発し、実践する。 

全従業員 
・ 環境改善への意見提案や環境問題・異常時の上司への報告 
・ エコアクション 21理解し、環境への取組の重要性を自覚する 
・ 環境方針の理解と決定された環境活動に自主的・積極的に参加する 

 

代表取締役 

社長 松尾 隆寛  鳥越 智愛 

環境管理委員会 
 

環境管理委員長    社 長 松尾 隆寛 

環境管理副委員長 

取締役部長 片平 博徳 

次長 加藤 美樹彦 

環境管理責任者    向井 寛 

 

節 電 

管理課長 

鮫島英司☆ 

 

収集課長 

浅賀卓也☆ 

環境リサイクル課長 

本坊武志☆ 

清掃課長 

清木場正一☆ 

係 長 

千知岩紀博 

 

課 長 

永田 亮 

係 長 

生駒洋介 

 

係 長 

小田 明 

 

業務課長 

戸床俊樹☆ 

 

主 任 

片平 裕次郎 

 

係 長 

鎌倉充宏 

 

係 長 

有村秀一 

主 任 

 

主 任 

山内 進 

係 長 

田中正賢 

 

12 名 12 名 11 名 11 名 

ソーラー事業部 

田實 賢一郎 

1 名 

 

6 名 

節 水 化 石 燃 料 廃棄物・環境教育 

 

主 任 
 

10 名 

主 任 

仮屋香子 

 

※ 各課の課長、係長を中心に部課長会に参加する者☆を環境管理委員会メンバーとする。 
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 過去の実績および 2022 年度環境経営目標 
 

2018 年度から 2021 年度までの実績を以下に示す。 

項 目 
2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 

実績 実績 実績 実績 

二酸化炭素排出削減 単位     

電気使用量 kWh 64,280 66,932 65,520 64,482 

自動車燃料の削減 軽油使用量 L 123,094 128,868 129,249 130,426 

      ガソリン使用量 L 29,444 28,747 29,160 30,027 

全体の CO2排出量 Kg-CO2 421,611 430,756 431,953 436,381 

水資源投入量 m3 2,275 2,358 2,197 2,074 

廃棄物総排出量 
・自社から排出される廃棄物 

ｋｇ 2,200 2,410 2,030 1,930 

グリーン購入率 ％ 90 95 95 96 

化学物質の管理 回 12 12 12 12 
 

2019 年度より過去の取組状況を踏まえ、2016 年度から 2018 年度の 3 年平均を基準値として

中長期環境経営目標計画を策定した。水資源に関しては、パッカー車の洗車が社内洗浄に変更と

なった 2017 年度から 2018 年度の平均を基準とした。 

エコアクション２１の取組も 17 年目となり、大幅に削減できる見通しはないので、削減目標

については削減率を‐0.1％とし、現状に即した環境目標値を設定することにより、活動意欲に

つなげ達成を目指していく。グリーン購入率は１％ずつ増やしていき、紙資源以外にも品目数を

増やしていきたい。 

また、より取組やすくわかりやすくするために、二酸化炭素排出量は全体の量を把握し、排出

量の大きい電気・燃料については、それぞれの単位における削減目標を設定することとした。取

扱廃棄物に関しては、自社の取組だけでは目標設定できない部分が多く、自社から排出される産

業廃棄物も不定期であり削減目標を設定できないため、自社の一般廃棄物のみ削減目標を設定

することにした。 

項 目 
2015-18 平均 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

基準値 環境目標 環境目標 環境目標 環境目標 

二酸化炭素排出削減 単位      

電気使用量 kWh 67,638 67,570 
（-0.1％） 

67,503 
(-0.2%) 

67,435 
(-0.3%) 

67,367 
(-0.4%) 

自動車燃料の削減軽油使用量 L 124,460 124,336 
(-0.1%) 

124,211 
(-0.2％) 

124,087 
(-0.3%) 

123,962 
(-0.4%) 

 ガソリン使用量 L 30,521 30,490 
(-0.1%) 

30,460 
(-0.2%) 

30,429 
(-0.3%) 

30,399 
(-0.4%) 

全体の CO2排出量 Kg-CO2 439,175 438,736 
(-0.1%) 

438,297 
(-0.2%) 

437,857 
(-0.3%) 

437,418 
(-0.4%) 

水資源投入量(H29₋30 年平均) m3 2,208 2,205 
(-0.1%) 

2,203 
（-0.2％） 

2,201 
（-0.3％） 

2,199 
（-0.4％） 

廃棄物総排出量 
・自社から排出される廃棄物 

ｋｇ 2,350 
2,348 
(-0.1%) 

2,345 
(-0.2%) 

2,343 
(-0.3%) 

2,341 
(-0.4%) 

グリーン購入率 ％ 84 85 86 87 88 

化学物質の管理 回 12 12 12 12 12 

 ※電気使用量の CO2排出係数は、環境目標設定時契約のナンワエナジーの 2017 年度排出係数 0.465kg-CO2/kw を使用。 
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2022 年度主な環境活動計画及び取組み状況の評価 

○：全員行った △：一部行えなかった ×：全く行えなかった 

項 目 環境活動内容      ☆は２０年度新規取組み 
評価 

本社 

 

     

 

 

二酸化炭素排出量 

電気使用量 

・ 事務所及びリサイクルセンターの電気等使わない場所はこまめに消灯 

・ 節電を周知し、待機電力をこまめに切る 

・ 温度計を活用しエアコン使用のルール化を図る 

・ 業務改善により残業をなくし、省エネ化につなげる 

・ 冷暖房設備使用の効率化を図る 

自動車燃料の削減 

・ アイドリングストップ「地球にやさしく経済的な運転」の強化 

・ 汚泥濃縮車による輸送回数削減 

・ ごみ回収・浄化槽管理ルートの見直し、走行距離の短縮 

 

〇 

〇 

△ 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

水 資 源 投 入 量 

水道の節水 

・ スクリーン、計量ＢＯＸ洗浄、台所の節水を強化する 

・ 浄化槽清掃後の水張りは、処理水を利用する 

・ 各車両の洗車時は、バケツに給水し洗車する 

・ 火山灰除去による洗車方法を検討＆改善を行う 

・ 関連事業所へ節水の協力を依頼する 

 

〇 

〇 

△ 

〇 

〇 

 

 

廃 棄 物 

 

 

可燃、最終処分量の削減 

・ 消毒剤の入った段ボール等はリサイクル処分する 

・ 薬品ビニール袋を再利用 

・ 清掃用具を長持ちさせ廃棄物を減らす 

・ 事務所からの廃棄物は、分別回収を徹底し再資源化を図る。 

・ メモ用紙として再利用する 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

グリーン購入率  
・ 用紙類は 100％グリーン製品を購入する 

・ グリーン購入できる事務用品の品目を増やす 

〇 

△ 

化学物質の管理 化学物質管理チェック表を作成し、毎月 1 回定期的にチェックを行う。 〇 
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2022 年度環境負荷の詳細な実績と評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕切り戸を活用し温度調整している 

リサイクルセンター 
(缶やペットボトルを分別・圧縮) 

回収した廃食油を重機や車両で使用 

項 目 
2015-18 年度平均 2022 年度 

基準値 環境目標 年間実績 

二酸化炭素排出削減    

・電気使用量 kWh 67,638 67, 367(-0.4%) 54,471(-19.5%) 

 電気使用における CO2 排出量 kg-CO2 31,452 30,059(-0.4％) 0(-100％) 

・自動車燃料の削減 軽油車両使用量 L 124,460 123,962(-0.4%) 130,492(+4.8%) 

ガソリン使用量 L 30,521 30,399(-0.4%) 30,540(+0.06%) 

全体の CO2排出量 kg-CO2 439,175 437,418(-0.4%) 407,707(-7.2%) 

グリーン購入率 ％ 84 88 86 

 ※電気使用量の CO2 排出係数は、2022 年 6 月契約の㈱ワットの 2023 年度排出係数 0.000kg-CO2/kw を使用。 

 

誰もいない時の消灯の徹底 

燃 

料 

 

トイレ 

コピー室 

 

職員玄関 

総
務
課 

収集課 

清掃課 

管
理
課 

正
面
玄
関 

  

 

業務課長 戸床 俊樹さん 

エアコンの改修と資源ごみの圧縮機械使用頻度が減ったことに伴い、今年度の電気使用量

は、目標や昨年度よりも大幅に削減することができたと考えられる。それらを考慮し、目標を見

直していきたい。また、電気事業所との契約も地元の自然エネルギーを使用している事業所へ

変更し、排出量を０にすることができた。 

グリーン購入は、料金改定・代表変更等に伴い、複写用紙や請求書用紙を大量に購入した

ため、目標は達成することができなかった。次年度以降は、今までの目標を達成できると考えら

れる。購入時は、常にマークを意識して購入できている。 

節電・グリーン購入 

  回収した廃食油はすべて BDF化し、車両や重機で使用している。また、定期的回収

ルートの見直しや効率の良い回収方法の検証など、削減対策を行っている。しかし、人

口は減少しているが、世帯数が増加しているため、浄化槽点検の件数は、年々増加し

ている。それに合わせて、軽油・ガソリン使用量も年々増加しており、削減することが困

難である。燃料高騰などの状況も踏まえ、みんなで知恵を出し合い、出来ることからコ

ツコツと少しでも燃料削減に努めていきたい。       管理課長 鮫島 英司さん 
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太陽光発電による CO2削減 
2013 年 8 月に当社敷地内に 500kWh のメガソーラーを設置し、更に地域のエネルギ

ー削減に貢献しています。 

2017 年度から吹上発電所も新たに 500kWh の 

ソーラーを開設し更に CO2削減に貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度は、年間 444,063kg-CO2 

に相当する太陽光発電を売電したため 

杉人工林に換算すると 

 31,719 本の杉の木に相当する CO2排出 

量削減に貢献したこととなる。 

※電気使用量の CO2排出係数は、売電している九州電力の 2023 年度係数 0.438kg-CO2/kw を使用した。 

  

今年度は、吹上発電所の故障も改修され、例年通りの発電量になって

きた。また、会社全体の総排出量と太陽光発電による削減量により排

出量 0 を達成できた。今後も太陽光発電による０排出を目指すだけで

はなく、排出量０の電気発電会社との取引を継続していきたい。 

 

水資源投入量 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

項 目 
2015－18 年度平均 2022 年度 

基準値 環境目標 年間実績 

水資源投入量（m3） ２，２０８ 
２，１９９ 
（-0.4％） 

１，９９３ 
(-9.7％) 

洗車はバケツを活用 

 今年度は、目標よりも大幅に削減することができた。 一人一人が日頃の

生活の中で、節水をこころがけたことが結果に結びついてきたと思われる。 

いろいろな物が値上がりしているご時世なので、少しでも削減できるような

目標を設定し、これからも衛生管理も考慮しながら、みんなで協力して削減

に努めていきたい。    清掃課長 清木場 正一さん 
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化学物質の管理 
 

 

 

 

 

 

  

項 目 
2015-18 年度平均 2022 年度 

基準値 環境目標 年間実績 

化学物質の管理 12 回 12 回 12 回 

保守点検中 

一
般
廃
棄
物
置
場 

廃棄物総排出
量 

項 目 
2015₋18 年度平均 2022 年度 

基準値 環境目標 年間実績 
・自社から排出され
る廃棄物 

2,350kg 
2,341kg 

(-0.4%) 
1,970kg 
（-16.2％) 

 

 

 

 

トイレ 

コピー室 

正
面
玄
関 

職員玄関 

総
務
課 

収集課 

清掃課 

 

リサイクルセンター 
(缶やペットボトルを分別・圧縮) 

環境教育活動 

収集課長 浅賀 卓也さん 
 今年度は、昨年同様個人情報等の書
類廃棄量や個人が排出するゴミが少な

かったため、大幅に削減でき、目標を達

成できた。この調子で、分別を徹底し、ゴ

ミではなく資源として活用できるように努

めていきたい。また、回収した廃食油はす

全て BDF として活用している。 

環境リサイクル課長 本坊 武志さん 
本年度は、見学者がコロナ前と同様に多くの方に見学に来
ていただきました。感染対策を十分に行い、出来るだけ多くの
方に今後も見学に来てもらえるようにしていきたい。 
また、浄化槽の勉強会を開催したり、鹿児島県環境協会主

催の講習会に参加するなど、多くの従業員が積極的に参加し
社内教育を充実出来た。今後も社内の教育計画をたて、出来
るだけ多くの学習会に参加していきたい。 

保守点検表に合わせて、チェック表を作成し保管管理に
おいて適正に毎月１回チェックを行った。 
今後も引き続き定期的にチェックを行い適正に管理する。 

管理課長 永田 亮さん 

リサイクル課 

管
理
課 
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地域社会貢献活動 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

今年度は、子ども達と一緒に海岸清掃を行ったり、子供たちの登下校の見守りボランテ

ィアができました。今後も地域の人達とのつながりを大切に、子供たちの未来を大切にし

ていきたい。 

 

見守りカメラ 

浄化槽の清掃、点検等で地域を周ることが多いため、 

地域での事故防止や交通安全のために、すべての車両に 

みまもりカメラをつけています。 

警察とも連携して活動を行っています。 

 

 

 

会社受賞歴 
 

2002 年 鹿児島県知事表彰（生活環境改善事業功労） 

  環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰（浄化槽関係事業功労） 

2004 年 環境大臣表彰（生活環境改善事業功労） 

2011 年 警察庁長官・全日本交通安全協会会長表彰 

（交通栄誉賞緑十字銀章） 

2015 年 藍綬褒章受賞 

2022 年 旭日小綬賞受賞 
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世界で取組が行われている持続可能な開発目標（SDGs）に当社の専門を活かし取組を行

っています。17の項目のうち、昨年度の４つ（6・7・13・14）から、２つ（５・８）を追

加して、６つの取り組みを主に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エコアクション２１の取組も 17 年目になります。太陽光発

電事業・販売を行い、電力も地域のクリーンエネルギーを使っ

た業者から購入しています。それにより、自社の取組だけでは

なく地域のクリーンエネルギー活用にも貢献しています。今後

は、自社から排出するＣＯ２排出量をもっと削減できるように

努め、地域の削減につなげていきたい。 

５０年前に

当社が目指し

た取組が世界

とつながって

きました。当

社の全ての活

動がこの目標

につながって

います。 

SDGｓに参加しています 

 

性別に関係なく、能力を考慮した

人事を行っています。また、定年の

年齢枠を広げ、経験を活かした人材

育成を行っています。合わせて、社

内の陸上部や野球部などの活動にも

支援を行っています。 
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関連法規の違反・訴訟など 
 

 

法的義務を受ける主な環境関連法・条例等は以下の通りです。 

法令・条例名 該当する設備・項目 要求事項 

浄化槽法 
浄化槽保守点検業 許可証・点検記録 

浄化槽清掃業 許可・清掃記録 

廃棄物処理法 

一般廃棄物収集運搬業 

一般廃棄物中間処理業 

産業廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物中間処理業 

許可・保管表示 

委託契約・マニュフェス

ト発行・管理 

騒音・振動規制法 送風機・圧縮機・破砕機 
指定地域において区域別

時間での基準を超えない 

悪臭防止法 し尿処理場 定期検査 

毒物及び劇物取締法 
BDF 精製用メタノール・

苛性ソーダ 

施錠、飛散、漏れ、流出、

誤飲等の防止措置 

容器表示、保管場所表示 

事故時の届出 

自動車リサイクル法 自動車 新車購入時 

フロン排出抑制法 空調機（7.5Kw 以上なし） 
自主簡易点検 

廃棄時適正処理 

家電リサイクル法 テレビ・冷蔵庫・洗濯機 
廃棄時適正処理 

リサイクル料支払い 

改正リサイクル法 パソコン 廃棄時メーカー引き取り 

グリーン購入法 事務用品 

購入時出来る限り環境配

慮製品購入 

地方自治体に適用 

消防法 
BDF 精製機・メタノール・

合成樹脂 

少量危険物・指定可燃物

の取り扱い・貯蔵届出・表

示 

環境関連法規等の遵守・評価した結果、違反はありません。また、行政や住民

からの指摘・苦情などはありませんでした。（2023 年 12 月 20 日） 
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代表者による全体の評価と見直し 
 

新型コロナウイルスが 5 類への移行となり、3 年近くに及ぶ気の晴れない状態の中、今

まで本当に頑張ってきたと思います。しかし、戦争や異常気象、ガソリン価格の高騰・市

場経済の急騰など、私たちを取り巻く環境はこれからも大きな変化があると予想されます。 

そのためにも、「おかげさま」 このすばらしい社訓の元、私たちは、地域の皆様・家族・

それぞれに関わっていただく多くの方々に感謝の念を持って、行動して行きたいと思いま

す。そして、お客様から信頼され、満足度をもらえる仕事をしていくために、個々が持っ

ている技術や心構えなどは色々ですが、熱い思いを同じ方向に向け、全社員一丸となり、

業務管理を徹底し、無理・無駄を省きながら信頼と作業効率を高めていきたいと思います。 

また、『持続可能な開発目標 ＳＤＧｓ 』の６番目『安全な水とトイレを世界中に す

べての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する』ために、私たちの仕事で

ある廃棄物処理や浄化槽の維持管理を全うすることで、社会貢献につながっていきます。 

エコアクション２１の取組も今年で１7年目となり、環境目標を以下のように見直し、

「未来の子ども達に美しく豊かな地球と生活環境を残していくために今できること」を少

しずつでも実践することで、地域に愛され、求められる会社として邁進してまいります。 

代表取締役社長 松尾 隆寛 

 

 

 

2023 年度以降の環境経営目標 

2020 年度から 2022 年度までの実績を以下に示す。 

項 目 
2020 年度 2021 年度 2022 年度 

実績 実績 実績 

二酸化炭素排出削減 単位    

電気使用量 kWh 65,520 64,482 54,471 
自動車燃料の削減 軽油使用量 L 129,249 130,426 130,492 

      ガソリン使用量 L 29,160 30,027 30,540 

全体の CO2排出量 Kg-CO2 431,953 436,381 433,036 

水資源投入量 m3 2,197 2,074 1,993 
廃棄物総排出量 取扱い廃棄物 リサイクル率 ％ 100％ 100％ 100% 

・自社から排出される廃棄物 ｋｇ 2,030 1,930 1,970 

グリーン購入率 ％ 95 96 80 

化学物質の管理 回 12 12 12 

過去の取組状況を踏まえ、2020 年度から 2022 年度の 3 年平均を基準値として中長期環

境目標計画を策定した。 

エコアクション２１の取組も 17 年目となり、大幅に削減できる見通しはないので、削減

目標については削減率を‐0.1％とし、現状に即した環境目標値を設定することにより、活

動意欲につなげ達成を目指していく。電気使用に関しては、2022 年度に事務所１F のエア

コン買い替えに伴い、削減につながっているため、2022年度を基準として少しでも削減で

きるように努めていきたい。グリーン購入率は、物価高騰によりグリーン購入が難しくな

ってきているため、現状維持を目指し、紙資源以外にも品目数を増やしていきたい。 
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また、より取組やすくわかりやすくするために、二酸化炭素排出量は全体の量を把握し、

排出量の大きい電気・燃料については、それぞれの単位における削減目標を設定すること

とした。取扱廃棄物に関しては、一般の方の廃棄物であり、自社の取組だけでは目標設定

できない部分が多いため削減目標を設定できない。また、自社からの産業廃棄物も不定期

であり削減が困難なため、自社から排出される一般廃棄物のみを削減目標とした。 

項 目 
2020-22 平均 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

基準値 環境目標 環境目標 環境目標 

二酸化炭素排出削減 単位     

電気使用量(2022 年基準) kWh 54,471 54,417(-0.1％) 54,362(-0.2%) 54,308(-0.3%) 

電気使用における CO2排出 Kg-CO２ 30,525 ０ ０ ０ 

自動車燃料の削減 軽油使用量 L 130,055 129,925(-0.1%) 129,795(-0.2％) 129,665(-0.3%) 

 ガソリン使用量 L 29,909 29,879(-0.1%) 29,849(-0.2%) 29,819(-0.3%) 

全体の CO2排出量 Kg-CO2 433,790 433,336(-0.1%) 432,922(-0.2%) 432,489(-0.3%) 

水資源投入量 m3 2,088 2,086(-0.1%) 2,084(-0.2％) 2,082(-0.3％) 

廃棄物総排出量 
・自社から排出される廃棄物 

ｋｇ 1,977 1,975(-0.1%) 1,973(-0.2%) 1,971(-0.3%) 

グリーン購入率 ％ 90 90 90 90 

化学物質の管理 回 12 12 12 12 

 

 

2023 年度主な環境活動計画及び取組み 
昨年度取り組み結果が○にならなかった項目★を強化し、以下の環境活動計画にそれぞれ取り組む 

項 目 環境活動内容 

 

 

二酸化炭素排出量 

電気使用量 
・ 事務所及びリサイクルセンターの電気等使わない場所はこまめに消灯 
・ 節電を周知し、待機電力をこまめに切る 
★ 温度計を活用しエアコン使用のルール化を図る 
・ 業務改善により残業をなくし、省エネ化につなげる 
・ 冷暖房設備使用の効率化を図る 
自動車燃料の削減 
・ アイドリングストップ「地球にやさしく経済的な運転」の強化 
・ 汚泥濃縮車による輸送回数削減 
・ ごみ回収・浄化槽管理ルートの見直し、走行距離の短縮 

 

水 資 源 投 入 量 

水道の節水 
・ スクリーン、計量ＢＯＸ洗浄、台所の節水を強化する 
・ 浄化槽清掃後の水張りは、処理水を利用する 
★ 各車両の洗車時は、バケツに給水し洗車する 
・ 火山灰除去による洗車方法を検討＆改善を行う 
・ 関連事業所へ節水の協力を依頼する 

 

廃 棄 物 

可燃、最終処分量の削減 
・ 消毒剤の入った段ボール等はリサイクル処分する 
・ 薬品ビニール袋を再利用 
・ 清掃用具を長持ちさせ廃棄物を減らす 
・ 事務所からの廃棄物は、分別回収を徹底し再資源化を図る。 
・ メモ用紙として再利用する 

グリーン購入率 
・ 用紙類は 100％グリーン製品を購入する 
★ グリーン購入できる事務用品の品目を増やす 

化学物質の管理 化学物質管理チェック表を作成し、毎月 1 回定期的にチェックを行う。 

  

※電気使用量の CO2排出係数は、㈱ワットの 2023 年度排出係数 0.000kg-CO2/kw を使用。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


